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【「脳性まひ」の症状として】 

脳性まひの症状は、発育・発達について変化するが、⼩学校⾼学年の時期に達する時期には、
ほぼ固定してくる。主な症状の⼀つとして、筋緊張の異常、特に亢進あるいは低下とその変動を
伴う不随意運動が⾒られる。 

脳原性疾患︓脳性まひ、水頭症、髄膜炎後遺症 等 

脊椎・脊髄疾患 ︓⼆分脊椎、脊髄損傷 等 

筋疾患  ︓進⾏性筋ジストロフィー症、重症筋無⼒症 等 

骨系統疾患︓先天性骨形成不全 等 

骨関節疾患︓ペルテス病、先天性股関節脱⾅ 等 

肢体不⾃由の起因疾患で最も多くの割合を占めているの
は、脳性まひを主とする脳原性疾患であるとされています。 

ここでは、脳性まひにみられる症状に絞って「障害のある
子供のための教育支援の手引」を⾒ていきましょう。 

 肢体不⾃由を理解するために、基本的な事項について、「障害のある
子供の教育支援の手引」を参考にしてまとめました。 

障がいの範囲は、手足だけ、左右どちらかの半身のみ、あるいはその両方にまたがるなどいろ
いろですが、症状をタイプで分けると４つありますが、多数を占めているのは次の２つです。 

肢体不⾃由とは、身体の動きに関する器官が、病気やけがで損なわれ、歩⾏や筆記などの⽇
常生活動作が困難な状態をいう。 

＜肢体不⾃由の主な病類＞ 

☆ 肢体不⾃由のある子どもの理解のために 

＊ ⽂部科学省初等中等教育局特別支援教育課「障害のある子供のための教育支援の手引〜子供たち⼀人⼀人の教育的ニーズ
を踏まえた学びの充実に向けて〜（令和 3 年 6 月）P143〜 

「肢体不⾃由」とは 
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痙直型 
知的障がい、てんかん、視覚障

がい、言語障がいなどが随伴する
ことがある。 

身体的には、成⻑につれて関節
拘縮や脱⾅・変形を来すことがよ
く知られている。 

随伴している障がいの程度や状態をよく把握し、学習上の困難さについて、
身体的な支援と認知的な支援を考えていく必要があります。 

また、身体的な支援・認知的な支援に加え、⼼理的側⾯への支援が必要です。
⾃分でできること、支援によってできること、できないことへの認識を育て、
障がいの受容につなげていき、そして⾃⽴と社会参加に向けての支援につない
でいくことが重要です。 

アテトーゼ型 
この型には知能の⾼い者がしばしば⾒られる。意思疎

通の⾯での問題は、他者の話す内容は理解できるが、構
音障がいがあるために、他者には聞き取りにくい。しば
しば難聴を伴う。 

身体的には、年齢が⾼くなると、けい髄症による頸部
痛の他、上肢のしびれ感や筋⼒低下を訴えることがある。 

痙直型 
体がつっぱって関節なども固くなり、

手足が⾃由に動かせないタイプです。 
痙直型の脳性まひの人は足が内また

のようになることが多いです。足の裏を
床に平らにつけることが難しいです。 

アテトーゼ型 
アテトーゼ型は、体や頭が⾃分の意思とは関係

なくゆれてしまい、いつもふらふらしているよう
な状態が目⽴つタイプです。 

アテトーゼ型の人は、頭や体がゆれたりしま
す。筋肉が思わぬ方向に動き、そりかえったり、
体がねじれたりします。 

脳性まひには、種々の随伴障がいを伴うことがあり、肢体不⾃由だけの単⼀障がいのことは
少なく、知的障がい、言語障がい、病弱、視覚障がい、聴覚障がい等の⼀つ又は複数の障がい
を併せ有する重複障がいが多い。身体的・精神的側⾯で多くの問題を抱えていると言える。脳
性まひの病型別の随伴障がいを述べると、次のとおりである。 

体の姿勢だけでなく、学習の時に、⽂字を読みにくそうだったり、
話しにくそうだったりすることがあるのですが･･･ 

「障害のある子供の教育支援の手引」に、その理由が書かれています。 


